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福島県労連 
202５年１2 月１５日 Vol．３０4（１2 月号）  

発行／福島県労働組合総連合 

〒960－8061  福島市五月町 2－5 一番丁ビル 

TEL：024（522）3097 FAX：024（522）3102 

Email：fksroren@soleil.ocn.ne.jp 

Ｕ Ｒ Ｌ：https://fksroren.org/ 

福島県が「賃上げ支援金」を始めます！ 
福
島
県
最
低
賃
金
は
䣍
来
年
１

月
１
日
に
䣍
現
在
の
９
５
５
円
か

ら
７
８
円
引
き
上
げ
ら
れ
䣍
１
０

３
３
円
に
な
り
ま
す
䣎 

こ
れ
を
ふ
ま
え
䣍
福
島
県
は
１

２
月
定
例
県
議
会
䥹
１
２
月
９
日

開
会
䥺
に
䣓
中
小
企
業
賃
上
げ
緊

急
一
時
支
援
事
業
䣔
䥹
１
０
億
５

６
０
０
万
円
䥺
を
計
上
し
た
䣓
令

和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

案
䣔
を
提
出
し
ま
し
た
䣎 

こ
の
事
業
は
䣍
福
島
地
方
最
低

賃
金
審
議
会
が
答
申
し
た
９
月
５

日
時
点
で
䣍
時
給
１
０
１
８
円
以

下
で
雇
用
し
て
い
る
労
働
者
の
賃

金
を
䣍
来
年
１
月
１
日
ま
で
に
１

０
３
３
円
以
上
に
引
き
上
げ
た
県

内
の
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

福島県・小貫薫商工労働部長（右端）への要請 

（12 月 2 日） 

を
対
象
に
䣍
労
働
者
䥹
雇
用
保
険

被
保
険
者
の
み
䥺
１
人
あ
た
り
３

万
円
を
補
助
す
る
も
の
で
す
䣎 

⼖
⽑
⼒
⼏
⼞
要
望
⼞
チ
実
現 

賃
上
げ
し
た
中
小
企
業
・
小
規

模
事
業
者
へ
の
直
接
支
援
に
つ
い

て
は
䣍
福
島
県
労
連
と
し
て
繰
り

返
し
要
望
し
て
き
た
も
の
で
䣍
私

た
ち
の
運
動
の
成
果
で
す
䣎 

１
２
月
２
日
に
実
施
し
た
県
商

工
労
働
部
長
要
請
の
際
に
は
䣍
対

象
の
拡
大
や
１
年
で
終
わ
る
こ
と

な
く
䣍
継
続
す
る
こ
と
な
ど
を
求

め
ま
し
た
䣎
中
小
企
業
を
支
援

し
䣍
䣓
全
国
一
律
・
１
５
０
０
円

以
上
の
最
低
賃
金
䣔
を
実
現
さ
せ

ま
し
䣯
う
䣎 

福
島
県
労
連
と
各
地
方
労

連
䣍
自
治
労
連
県
本
部
は
䣍
県

内
す
べ
て
の
市
町
村
を
訪
問

し
䣍
懇
談
を
す
す
め
る
䣓
労
働

者
・
住
民
の
い
の
ち
と
く
ら

し
䣍
地
域
を
守
る
自
治
体
キ
䣺

ラ
バ
ン
䣔
を
今
年
も
実
施
し
ま

し
た
䣎 

今
年
は
䣍
福
島
県
医
労
連
や

年
金
者
組
合
福
島
県
本
部
の
協

力
も
い
た
だ
き
な
が
ら
䣍
１
０

月
２
９
日
か
ら
１
１
月
２
１
日

に
か
け
て
䣍
川
内
村
を
除
く
５

８
市
町
村
を
訪
問
し
懇
談
し
ま

福島県「中小企業賃上げ緊急一時支援事業」 
について 

＜対象事業者＞ 

令和 7 年 9 月 5 日（福島地方最低賃金審議

会における答申日）時点において、時給

1,018 円以下で雇用している労働者の賃金

を、令和 8 年 1 月 1 日までに 1,033 円以上

へ引上げを行った、県内の中小企業・小規

模事業者等。 

＜補助額＞ 

労働者（雇用保険被保険者のみ）１人あた

り 3 万円。予算規模は 10 億 5600 万円、3

万 2 千人分を見込む。企業ごとの上限な

し。 

＜受付時期＞ 

令和 8 年 2 月～5 月 

っ
人
口
減
少
・
少
子
化
つ
っ
人
手
不
足
つ
打
開
へ 

５
８
市
町
村
と
懇
談 

飯舘村・杉岡誠村長（左）への要請（11 月 21 日） 

し
た
䣎
昨
年
度
に
引
き
続
き
䣍

䣓
人
口
減
少
・
少
子
化
䣔
䣓
人
手

不
足
䣔
の
打
開
に
む
け
䣍
最
低

賃
金
引
き
上
げ
䣍
賃
上
げ
支

援
䣍
ケ
ア
労
働
者
と
会
計
年
度

任
用
職
員
の
処
遇
改
善
䣍
教
育

費
の
保
護
者
負
担
軽
減
䣍
加
齢

性
難
聴
者
へ
の
補
聴
器
購
入
補

助
な
ど
を
要
望
し
䣍
実
態
を
伝

え
て
き
ま
し
た
䣎 

多
く
の
自
治
体
で
首
長
や
副

首
長
等
に
対
応
し
て
い
た
だ

き
䣍
共
感
を
も
䣬
て
受
け
止
め

て
い
た
だ
き
ま
し
た
䣎 
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福
島
県
春
闘
共
闘
委
員
会

䥹
代
表
・
野
木
茂
雄
県
労
連

議
長
䥺
は
䣍
１
１
月
２
０
日

䥹
木
䥺
夜
䣍
完
全
オ
ン
ラ
イ

ン
で
䣓
２
０
２
６
年
総
会
䣔

を
開
催
し
５
６
人
が
参
加
し

ま
し
た
䣎 

川俣町・藤原一二町長（左端）への要

請（10 月 30 日） 

福島県春闘共闘委員会 2026 年総会 

みんなの声と力を一つに春闘勝利へ！ 

金山町・押部源二郎町長（左から2人目）への

要請（10 月 29 日） 
会津坂下町・古川庄平町長（右から 3 人目）

への要請（11 月 12 日） 

会津美里町・杉山純一町長（左から 2 人目）

への要請（11 月 12 日） 
北塩原村・遠藤和夫村長（左）への要請

（11 月 13 日） 

続
い
て
２
６
春
闘
に
つ
い

て
は
䣍
①
職
場
と
社
会
の
双

方
で
賃
上
げ
交
渉
を
広
げ
る

出
発
点
に
す
る
②
賃
上
げ
は

黙
䣬
て
い
て
は
実
現
せ
ず
䣍

そ
の
事
実
を
組
合
員
と
地
域

に
広
げ
世
論
化
し
䣍
組
織
拡

大
へ
つ
な
げ
る
③
最
低
賃

金
䣍
公
務
・
ケ
ア
労
働
者
の

賃
金
改
善
な
ど
社
会
的
賃
金

闘
争
と
職
場
交
渉
を
一
体
に

前
進
さ
せ
る
④
公
共
サ
䤀
ビ

ス
縮
小
が
深
刻
化
す
る
中
で

処
遇
改
善
と
人
手
不
足
解
消

は
急
務
で
あ
る
こ
と
な
ど
を

強
調
し
䣍
最
後
に
腰
を
据
え

て
䣓
対
話
と
学
び
あ
い
䣔
で

仲
間
づ
く
り
䣍
組
織
の
変
革

を
は
か
る
こ
と
を
呼
び
か
け

ま
し
た
䣎 

総
会
で
は
䣍
２
６
春
闘
で

の
５
つ
の
重
点
要
求
や
共
同

の
と
り
く
み
を
柱
と
す
る

䣓
２
０
２
６
年
春
闘
方
針

(

案)

䣔
が
提
案
さ
れ
䣍
役
員

体
制
と
あ
わ
せ
䣍
全
体
の
拍

手
で
承
認
し
ま
し
た
䣎 

 

自
治
体
キ
べ
ラ
バ
ン
の
よ
う
す
し
１
面
か
ら
の
つ
づ
き
じ 

ビ
写
真
ピ
講
師
⼵
黒
澤
幸
一
国
民
春
闘 

共
闘
ヅ
全
労
連
事
務
局
長 

総
会
で
は
䣍
黒
澤
幸
一
国

民
春
闘
共
闘
委
員
会
事
務
局

長
䥹
全
労
連
事
務
局
長
䥺
が

䣓
２
６
国
民
春
闘
を
つ
く
る

—

み
ん
な
で
一
緒
に
賃
上
げ

交
渉
し
よ
う
䣔
と
題
し
て
講

演
䣎
ま
ず
䣍
２
５
春
闘
の
特

徴
と
し
て
䣍
①
昨
年
の
歴
史

的
水
準
を
維
持
し
た
が
物
価

高
に
追
い
つ
か
ず
実
質
賃
金

は
改
善
し
な
か
䣬
た
②
非
正

規
労
働
者
は
最
低
賃
金
引
き

上
げ
分
す
ら
上
回
䣬
て
い
な

い
③
医
療
・
介
護
の
ケ
ア
労

働
者
の
賃
上
げ
は
５
０
０
０

䦅
７
０
０
０
円
に
と
ど
ま
䣬

た
④
初
任
給
は
上
が
る
一
方

で
中
高
年
層
の
賃
上
げ
抑
制

や
非
正
規
化
が
進
み
䣍
総
人

件
費
を
増
や
さ
な
い
企
業
戦

略
が
徹
底
⑤
大
手
労
組
の
低

要
求
・
早
期
妥
結
が
賃
上
げ

相
場
を
押
し
下
げ
た
と
報
告

し
ま
し
た
䣎 
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１
１
月
２
９
日
䣍
福
島
市
ウ
䣵
ズ

も
と
ま
ち
で
開
催
䣎
各
職
場
の
切
実

さ
や
䣍
職
場
に
労
働
組
合
が
あ
る
こ

と
の
重
要
性
䣍
組
織
拡
大
の
必
要
性

な
ど
䣍
全
代
議
員
か
ら
の
発
言
を
受

け
ま
し
た
䣎
冨
田
克
英
議
長
䣍
遠
藤

友
行
事
務
局
長
を
再
任
し
ま
し
た
䣎 

福
島
県
国
公 

第㐽
㐾

回
定
期
大
会 

★
各
単
産
・
地
方
労
連
の
定
期
大
会 

１
０
月
２
４
日
䥹
金
䥺
須
賀
川
市

民
交
流
セ
ン
タ
䤀
ｔ
ｅ
ｔ
ｔ
ｅ
で
開

催
䣎
各
単
組
か
ら
賃
上
げ
の
団
体
交

渉
の
取
組
み
や
ス
ト
ラ
イ
キ
の
報
告

が
あ
り
䣍
䣓
ス
パ
イ
防
止
法
䣔
制
定

や
安
保
３
文
書
の
前
倒
し
な
ど
䣍
危

険
な
高
市
政
権
に
負
け
な
い
取
組
み

の
意
見
も
出
さ
れ
ま
し
た
䣎 

岩
瀬
須
賀
川
地
方
労
連 

第㐺
㐼

回
定
期
大
会 

福
島
県
公
務
労
組
連
絡
会
は
䣍
１

１
月
１
７
日
に
総
会
を
開
催
し
䣍
確

定
闘
争
の
情
報
交
換
と
国
の
制
度
学

習
を
行
い
ま
し
た
䣎 

全
国
公
務
労
組
連
絡
会
賃
金
・
権

利
委
員
会
の
笹
ケ
瀬
委
員
長
か
ら

䣓
強
ま
る
能
力
実
証
主
義
䣔
と
題
し

県
公
務
労
組
連
絡
会
㒀
第
㐹
㑀
回
総
会
㓆
開
催 

ゆ
き
と
ど
い
た
教
育
を
求
め

る
全
国
署
名
福
島
県
実
行
委
員

会
䥹
す
す
め
る
会
䣍
県
立
高
教

組
䣍
私
教
連
䣍
県
労
連
な
ど
で

構
成
䥺
は
䣍
１
２
月
９
日
䣍
矢

吹
貢
一
県
議
会
議
長
に
䣍
１

２
䣍
５
０
８
人
分
の
署
名
を
添

え
て
䣍
教
育
予
算
の
増
額
や
私

学
に
対
す
る
運
営
費
補
助
な
ど

を
求
め
る
６
つ
の
請
願
書
を
提

出
し
ま
し
た
䣎 

 
１
２
月
５
日
䣍
自
民
党
と
維

新
の
会
は
䣓
衆
議
院
議
員
定
数

削
減
法
案
䣔
を
共
同
で
国
会
に

提
出
し
ま
し
た
䣎
こ
の
法
案
は

現
在
の
衆
議
院
議
員
定
数
４
６

５
議
席
を
䣍
小
選
挙
区
２
５
䣍

比
例
代
表
２
０
䣍
合
計
４
５
議

席
削
減
す
る
も
の
で
す
䣎
し
か

も
䣍
今
後
１
年
間
の
議
論
で
結

論
が
出
な
い
場
合
は
䣍
自
動
的

に
４
５
議
席
を
削
減
で
き
る
と

い
う
内
容
で
す
䣎 

こ
の
法
案
は
䣍
与
党
だ
け
の

結
論
を
国
会
に
押
し
付
け
る
と

⽍
⼔
⼯
⼰
⼋
⼦
教
育
求
⽈
チ
㖱
万
㖲
㖵
㖰
㖸
人
分
⼵
署
名
⽙
提
出 

多
様
⼱
声
⽙
切
⽑
捨
⼭
⽒
衆
議
院
議
員
定
数
削
減
法
案
⼶
廃
案
⼲
！

 

い
う
議
会
制
民
主
主
義
を
破
壊

す
る
も
の
で
す
䣎
少
数
政
党
の

議
席
が
奪
わ
れ
䣍
多
様
な
声
が

届
か
な
く
な
り
ま
す
䣎
必
ず
廃

案
に
追
い
込
み
ま
し
䣯
う
䣎 

矢
吹
議
長
に
対
し
䣍
出
席
者

か
ら
は
䣍
䣓
体
育
館
に
エ
ア
コ

ン
を
つ
け
て
ほ
し
い
䣔
䣓
子
ど

も
た
ち
の
机
も
何
十
年
も
使
䣬

て
い
る
䣔
な
ど
の
実
態
を
訴

え
䣍
教
育
予
算
の
増
額
䣍
私
学

助
成
の
拡
充
な
ど
を
求
め
ま
し

た
䣎
矢
吹
議
長
は
䣓
１
万
人
を

こ
す
署
名
は
た
い
へ
ん
重
い
䣎

し
䣬
か
り
審
議
し
た
い
䣔
と
述

べ
ま
し
た
䣎 

て
䣍
人
事
院
や
政
府
が
考
え
て
い
る

公
務
員
制
度
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
䣎 ま

た
䣍
討
論
で
は
未
だ
に
明
確
に

し
て
い
な
い
駐
車
場
手
当
の
取
扱
い

な
ど
交
渉
の
様
子
を
語
り
合
い
ま
し

た
䣎 

衆議院議員定数削減法案の廃案を求める宣伝行動の様子

（１２月９日、福島駅前） 

福島県議会の矢吹貢一議長（右から７人目）へ署名

を提出する実行委員会の皆さん 
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応募のしかた 

正解者５名に 

図書カード当たります！ 
 応募はハガキ（メールも可）に、
①クイズの答え、②氏名（ふりがな
も）、③住所、④所属労組名、⑤ひ
とことを必ず（必要な方はペンネー
ムも）書き添えてご応募ください。
締め切りは１月１５日です。抽選で
５名の方に図書カードをプレゼント
します。 

 
３０２号（１０月号）の 

クイズの答えと当選者 
 

答えは①右側の鳥の尾羽②リュッ

クサック③左側男性の帽子のトップ

クラウン④左側男性のスカーフ⑤右

側男性のシャツの胸元⑥右側男性の

ベストのポケット⑦右端の木の枝で

した。応募者は８名で全員が正解。

次の方に図書カードを送ります。 

◇ケンミキさん こだま交通労組 

◇かめさん 福厚労鹿島分会 

◇ホエイさん 福島県医労連 

◇しろくまさん 会津地方労連 

◇だちんさん みやぎ生協労組 

聞
㑸
㒚
聞
㑸
㒚 

 

私
㒢
思
㑸
㒳
㓇
㒞
㒢
願
㑸 

☆
物
価
高
䧸
折
䦼
食
費
節
約
䧸
䧩

䨋
値
引
䧙
䨺
䩻
䩮
大
好
䧙
䩒
䩶
䩂

䩻
䧵
䧴
䨓
䨈
䧣
䧩
䦽 

(

䨉
や
䧚
生
協
労
組 

䨮
䩖
䨷
䩶
䩡
䩡
䧡
䨜
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「心理的安全性」「どんなことに気をつけ、何を意識して話すか」「活発な

会議をすすめるための一工夫」など、職場と地域での「対話と学びあい」

がさらに進むように具体的な方策を実践的に学びます。 

 

と き ２月１４日（土）午後１時３０分 

ところ 二本松市勤労者研修センター 

 全国いっせい新春宣伝行動 

1 月 6 日（火）を中心に、1 月 10 日ごろまで各地方労連ごとに実施

します。お問い合わせください。 

 賃金上げろ！ローカルビッグアクション 

1 月 31 日（土）に各地方労連ごとに実施します。アピールフォトコン

テストを計画中です。ぜひ単組でまとまってご参加ください。 

日時 １月１０日（土）午後１時３０分 

会場 二本松市・安達公民館 

春闘方針を決定します。 
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